
BDFグリセリン廃液の全量資源化および資源化物の⽤途

１．BDFの製造（湿式法）
処理困難物のグリセリン廃液，洗浄廃液が発⽣
これらの廃液は資源利⽤が難しい

精製潤滑油
廃油
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２．グリセリン廃液の資源化
希釈と中和の簡易処理
洗浄廃液を希釈⽔の代わりに利⽤可能

分離油とグリセリン⽔溶液を分離回収
分離油はバイオ再⽣重油の原料利⽤
グリセリン⽔溶液は脱窒剤として利⽤

３．グリセリン⽔溶液の⽤途
⽣物学的脱窒素処理の薬剤（脱窒剤）
50％メタノールの代替脱窒剤
し尿処理施設で利⽤

４．分離油の⽤途
燃料油としてそのまま利⽤
バイオ再⽣重油の原料
直⽕使⽤⼯業炉の燃料利⽤
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本研究は、福岡⼤学資源循環・環境制御システム研究所、（株）フチガミ、クボタ環境サービス（株）の三社で⾏った共同研究であり、福岡県リサイクル総合研究事業化センターの、平成25年
度研究会助成、平成26年度、平成27年度共同研究プロジェクト助成を得て実施した。また、実証実験を⾏うにあたり、佐賀県三神地区汚泥再⽣処理センターの施設利⽤を快諾いただいた、三神地
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グリセリン廃液の資源化処理実証実験

容量2m3の実証実験装置 抜き出し中の油⽔界⾯ 原料のグリセリン廃液と製品のグリセリン⽔溶液と分離油

稼働中のし尿処理施設にグリセリン⽔溶液を注⼊する実証実験

分離油の燃料化実験

実証実験を⾏ったし尿処理施設

仮設注⼊⼝ し尿処理施設での実証実験結果

し尿処理施設の活性汚泥を⽤いた実験結果
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 分離油の⾼位発熱量は
グリセリン廃液の150％
再⽣重油の83％

 燃料油としてそのまま利⽤
 バイオ再⽣重油の原料油として利⽤
 直⽕使⽤⼯業炉の燃料

グリセリン廃液

分離油

分離油

グリセリン⽔溶液

グリセリン⽔溶液

⾼位発熱量の⽐較 ⾼位発熱量の変化

搬⼊したグリセリン⽔溶液


